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いきいきとした国語学習指導の試み

出会いを大切にした俳句指導の工夫

社会科

中学校における地域調査学習について.(1)
_ノ

一地理的分野「身近な地域」の構想

イ呆健体育科

長距離走の指導法についての一考察

学校保健

教育実習生に対する学校保健の1旨導の実際と問題点

海外研修報告

平成元年度海外教育事情視察に参加して
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平成元年度本校ならびに本校教官の研究活動
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本号には国語、社会、保健体育、学校保健担当の5人の教官による研究論文と、美

術担当教官の作品紹介、それに養護学級担当教官の海外研修報告をおさめまし九。本

年度の本校の教育研究の成果の一端としてお読みい九だき、御批判九まわれぱしあわ

せであります。

論文を書くということは自己の実践を客観的にとらえるということであります。自

己の実践を形成的に評価することだと言ってもいいかもしれません。その際、大切な

ことのーつに言葉の問題があります。よく指摘されることですが、教育実践を対象と

し九研究論文の中には、用語の定義が暖昧なために、対象を十分に分析しきれないも

どかしさを感ずるものがあると言われます。執筆者の勉強不足や問題意識の稀薄さな

どによるのかもしれませんが、研究対象が子供にかかわることである九めに、実践の

場において子供向けに用いた用語をそのまま無限定に研究用の術語として採用するこ

とがあることによるものではないかと私は思っています。体系的な抽象化の未成熟な

論文を「実践的」という美名のもとにもてはやす体質をわれわれの分野が持っている

とすれば、もう精算しなければならないでしょう。

実践の場において子供と教師は特定の親密な関係を持っており、言葉は特に限定を

受けなくても場面の状況に支えられて相当豊かな内容を担うことができます。特定の

場面において教師も子供もその言葉にょってその内容を共有し得たと実感される場合

序 文

があるでしょう。授業がうまくいっナこと思われるのはきっとこういうときではないで

しょうか。教師は多くの場合、そのような場面をとりあげて論文にまとめるが、その

場面で豊かな内容を担っていた自分九ちの言葉を信じているがために、それをそのま

ま無限定に論文用の術語として採用してしまう。ところが論文は場面を共有しない人

々の前に客観的な受容を求めて発信される。ここに教育実践の論文が難解になる原因

があるのではないでしょう力、



よく00方式とか△△運動とか、一定の実践方法を集団的に奉ずる現象が教育界の

ジャーナリズムのようなところを通ってあらわれることがあります。そういうグルー

プで読み合われている論文を見ますと、そのグループの理論において柱となる特異な

研究用語がちりぱめられており、それぞれの意味するところを客観的に定義すること

に困難を感ずる場合がしばしば見られます。逆に言えば、その用語の意味するところ

を無定義に了解することができ九教師だけがその方式を採用することができる、と思

われるほどです。確かに多くの実践家によって検証され、互いの成果に学びあって行

くわけですから、その方式の実践が一定の成果を収めることはあり得るでしょう。し

かしそこでの成功の原因が本当にそのような言葉で構成される理論でとらえられるも
.

のによってぃナこのかどぅか、あるいはもっと別の要因によっていたのではないか、私

たちは実践をとらえる言葉の問題に九えず鋭敏になってい九いものであります。

平成2年3月2日

島根大学教育学部附属中学校

校長田中瑩
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第69回朱葉会展入選作

掲載作品は、二点出品し九中の一点です。大好きな百合の花をモチーフに、風と音が感じられるよ

うな絵がかけたらな、と思っています。

「晩夏 U (F80号)
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県総合美術展デザイン部門銅賞

しぐツヘルベルのカノン」の曲をイメージして、平面化してみました。どこからか、音楽が聞こえ

てくるような、そんな絵がかけたらな、と思っています。
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1 共同研究

第32回中学校教育研究発表協議会

①研究主題自ら学ぶ力を育てる学習指導一各教科における具体的方策をさぐるー

②期日平成元年5月30日(火)

③講演「新教育課程と授業の改善」大阪教育大学教授ゴ促倫彦先生

④全体発表研究発表(研究の基本構想)研究部長山崎裕二

⑤公開授業

平成元年度本校左らびに本校教官の研究活動
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⑥分翆陰(研究発表・1^)

教科

国

研究

社

聞き合い磨き合う国語科学習

調査活動を生かした社会科学

習

数学
「自ら学ぶ力」を育てるため

の単元構想

▼7

理科

発表者

課題選択による学習指導

永島典男

楽
自らの意志による発散を促す

自己表現の学習

美術

司

山崎裕二

川津啓義

(松江教育センター)

保体

自己表現力を育てる学習指導

関

米原範倍

(松江教育事務所)

体育科における選択制授業の

とりくみ

者

技家

稔

西山成信

岡賑悟

(松江市教委)

助

課題選択をとりいれた技術家

庭科学習

足立

田辺

田中義浩

細田茂樹

(松江教育事務所)

英

悦男(島根大)

福夫(安来二中)

有馬毅一郎(島根大)

森本直人(島根大)

奧美奈子

者

自主研究を取り入れた英語科

学習

石飛隆雄

(松江教育事務所)

特殊

伊藤

富竹

藤村

課題解決の九めの手がかりを

工夫し九学習指導

寺尾堂

(浜田教育センター)

俊彦(島根大)

徹(島根大)

高橋

秦

昇

久我俊子

長沢郁夫

安部輝洋

(松江教育事務所)

成和(島根大)

明徳(島根大)

西山昇

(出雲市教委)

実(島根大)

重行(島根大)

石野

高橋

河西尚子

真(島根大)

iEミ111(島根大)

中野吟子(県教委)

渡辺悦男(島根大)

久保田康毅(島根大)

三島修治

嵐

福問彰(島根大)

大国博昭(島根大)

藤江奏(島根大)

多々納道子(島根大)

元宏(県教委)

横山康二

(松江一中)

森山善美(島根大)

正充(島根大)

釜鷺参遜■
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1 個人研究

1.研究発表(口頭)

山崎裕二 0 「中学校社会翆H可がどう変わるか~改訂の展望と課題」第8回島根社会科懇話

会研究大会(於島根大学) H元.8.10

浜田裕三 0「中学校理科教育へのパソコンの利用」日本科学教育学会(於島根大学)

H元.9.23

三島修治 0「働く意欲を育てる指導のあり方」中国特殊教育研究大会(於米子市)

H元.10.21

長澤郁夫 0「電気のわかる道すじ」産業教育研究連盟(於松江市) H元.8.フ

&島根技術科教育研究会(於島キ艮大学) H元.8.12

0 「『NEW本立て』の実践をとおしての検討」産業教育石院連盟(於松

江庁D H元.8.フ&島根技術科教育研究会(於島キ艮大学) H元.8.12

0「電気領域と交流学習」産業教育研究連盟(於松江市) H元.8.9

岩田靖 0「高鯏ヒの視点からみた内容構成」第22回全国中学樹士会科教育石院大会

(東京大会、公民的分野)(於東京) H元.10.20

平成元年度本校ならびに本校教言の研究活動

2 掲載論文

永島典男 0講座・単元の構成「人ってなあにー『人の本』の編集一」月刊国語教育

石暁(日本国語教育学会)_H元.フ.15

0「中学校教育におけるパソコンの利用」教育研究紀要(島根大学教育学部

附属複式教育研究センター) H 2.3.31

0 「『聞く力』の育成をめざして一聞き合う国語教室づくりの工夫一」月刊

国語教育研究(日本国語教育学会) H元.9.15

0「電気のわかる道すじ」技休激室NQ446 (民衆初 H元.9月

0 「爆発実験装置・変圧器」技休轍室N0449 (民衆社) H元.12月

0 「1石お風呂ブザつき簡易テスタ」技術教育実践講座(ニチブン)

H 2.3月

0「食品加工にまで発展した里礫栽培」技術教育実足聯座(ニチブン)

箪 2.3月

寺本

長澤郁夫

3. 著

山崎

書

裕二 0「身近な地域の歴史の学習~f喋的・体験的学習を生かして~」

(明治図書) H2.2月
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山崎

錦織

岩田

裕二 0 「中学校社会科新しい問題解決学習の授業展開」

H 2.2月

三島修治 0「新生活単元学習」小出進監修生活単元学習を考える会(代表

保)編集(学研) H元.12.5

加田紀機 0 「視聴覚教育の新しい展開」野津良夫編(東信堂) H元.11月

4.

美奈子

^
ロロ

0「晩夏」朱葉会展(東京都美術館) H元.6月

0 「パッヘノレベルのカノン1・E」県展(デザイン)(県立博物館)

H元.11月

0 信己憶のなかに」県展(油絵)(県立博物館) H元.12月

今谷順重編(ぎょうせい)

若槻喜
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